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うぶやまの風
〈学校教育目標〉 学び合い 支え合い きたえ合う産山の子ども

～「合い」とは仲間との高め合い、集団の中での育ち合い、教育的愛情による導き～

産山学園HPも随時更新

３つの合い言葉

阿蘇地区建設業青年部による地域貢献活動が行われました
１１月１３日（月）、阿蘇地区建設業青年部（会長：井英樹 様）による地域貢献活動・建

設業魅力発信事業が実施されました。参加したのは１～４年の学園生です。
この事業は、熊本県建設業協会阿蘇支部との共同事業で、今年度は阿蘇管内の学校から産

山学園が選ばれました。
地域貢献事業として、産山学園のグランドから田畑に続く歩道の側溝が老朽化していたた

め、新規にＵ型側溝敷設作業を無償で行っていただきました。
また、学園生は建設機械に試乗し、作業の雰囲気を体験しました。学園生は作業の様子に

興味をもつとともに、重機の試乗体験を通して、暮らしを支える「土木」に対する理解を深
めました。このような機会を設けていただいた阿蘇地区建設業青年部の皆様に感謝いたしま
す。側溝は見違えるほど美しくなりました。（右下写真）

体力向上優良校に表彰されました
阿蘇管内の小・中・義務教育学校の

中から５校が選ばれました。体育の授
業はもち
もちろん
のこと、
日頃の活
動を含め
て、学園
生の体力
が向上し
ているこ
とが認められました。名誉なことです。

昭和４０年度卒業生の皆様から寄付をいた
だきました
昭和４０年度産山

中卒業生の有志の皆
様から寄付をいただ
きました。同窓会を
開催したときに、何
か産山学園に貢献で
きないかという話題
になったそうです。
母校愛、郷土愛にあふれた大先輩の皆様に感謝

いたします。いただいた寄付は、図書購入費に使
わせていただきます。ありがとうございました。


